
科目Ａ試験

国土交通省「１級・２級電気工事施工管理技術検定受験資格」認定校

厚生労働省「国家技能検定 機械・プラント製図」指定校

2024年度（令和6年度）
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提携教育ローン／留学生の出願について／

出願手順

1
2

3～4
5～10
10
11
12
13
14
15
16
17
18

一般選抜（留学生）
高等教育の修学支援新制度／

・出願期間

11



※2　出願締切り後に募集定員に欠員が出た際には、学科を限定し追加募集を行う場合があります。
 追加募集は本校Webサイトにてお知らせします。（専願の出願区分による選抜での合格者は、
 追加募集へ出願できません。）
※3

※1　ただし、各学科定員になり次第締切ります。

あり

令和6年
（日本語能力については別に定めます。）

令和5年10月2日（月）～令和6年3月22日（金）まで

令和5年10月2日（月）～令和6年2月7日（水）まで

令和6 令和8

15

25

■ 大学、短大、専門学校の卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）で二級建築士の受験資格を有し、受験する者を募集する学科

サイト

・出願期間

22



出願要項一覧

令和5年10月2日（月）から出願受付開始。（インターネット出願、書類提出は出願期間内厳守）
令和5年9月1日（金）からインターネット出願の下書き保存が可能。

学校推薦型選抜Ⅰ・Ⅱで特待生選考を受験する者のうち、①～⑪に挙げる条件
の内、一つでも該当する者は、特待生選考の試験結果にかかわらず、特待生C
以上として採用する。
［注］①～⑪に該当しない者も、特待生選考を受験することができる
①評定平均値が4.0以上の者
②ITパスポート、基本情報技術者の合格者
③日本情報処理検定の各科目1級以上の合格者
④実用英語技能検定準2級以上、日本漢字能力検定準2級以上、日商簿記
　検定2級以上の合格者
⑤全商実務検定1級合格者
　「珠算・電卓（※部門合格は除く）」 「簿記（※科目合格は除く）」
　「ビジネス文書」「英語」「情報処理」「商業経済」
⑥全工検定試験1級合格者
　「情報技術」「計算技術」「パソコン利用技術」「製図（機械）」
⑦測量士補合格者
⑧工事担任者試験AI3種またはDD3種以上の合格者
⑨第一種電気工事士、第二種電気工事士の合格者
⑩国家技能検定3級以上の合格者
⑪上記②～⑩と同等程度の資格合格者（※本校に事前お問い合せください）
※ 資格合格者は、出願の際に「合格証」の写しを提出のこと

［注］ただし、在学中の学習態度や行動が特待生としてふさわしくないとみなした場合
は、年度中でも資格適用を中止します。

合否発表日にインターネット出願ページで登録いただいたメールアドレスに合否通知案内メールを送信します。
発表は原則としてメールおよびwebでのみ行い、電話や窓口での問い合せ対応は行いません。

第一種特待生の種類

合否発表について

第一種特待生制度は、新入生を対象とする制度です。 
2年次以降には、在校生を対象とする第二種特待生制度があります。

学校推薦型選抜Ⅰの特典
学校推薦型選抜Ⅰで出願の場合、入学金100,000円（各学科共通）のうち、半額
（50,000円）を免除します。

第一種特待生選考について

入学辞退について
一般選抜（併願）で出願した場合は、本校への入学を辞退することが可能です。
入学辞退をすることが決まりましたら、必ず速やかに本校へご連絡いただき、本校から送付する「入学辞退届」を返送してください。
　連絡先：0120-331-786

種 類 特 典
特待生A
特待生B
特待生C

初年度の授業料全額（600,000円）を免除
初年度の授業料半額（300,000円）を免除
入学金の全額（100,000円）を免除

申込方法 インターネット出願時に申し込みください。

選考方法 ●筆記試験（数学I・A）
●面接試験
● 書類審査（成績・出席状況・担任所見等を総合的に審査）

選考日
発表日
選考料

●学校推薦型選抜Ⅰ・Ⅱで特待生選考を受験する場合
　　選考日：12月 9 日（土）　集合時間：13時　会場：本校
　　発表日：12月14日（木）　（採用不採用は郵送で発表）
　　選考料：15,000円+手数料440円
●一般選抜（社会人）で特待生選考を受験する場合
　　選考日：3月 6 日（水）　集合時間：9時　会場：本校
　　発表日：3月12日（火）　（採用不採用は郵送で発表）
　　選考料：一般選抜（社会人）の選考と兼ねるため免除

対 象 者 １．左記、特待生選考対象の出願区分で出願した者
２．「一般選抜（留学生）」または「一般選抜（外国人）」で出願し、
 本校を第一志望とする者（専願）

第 1期 10月 2日～10月12日

第 2期 10月13日～10月26日

第 3期 10月27日～11月16日

10月2日～3月7日

10月2日～3月1日

10月2日～3月7日

第 4期 11月17日～12月 6日

10月2日～3月22日

10月19日（木）

11月 2日（木）

11月24日（金）
免除

免除
同上

※学校推薦型選抜Ⅰと
同じ

同上
※学校推薦型選抜Ⅰと

同じ

同上
※学校推薦型
選抜Ⅰと同じ

出願締切り後から
合否発表日までの
間に実施

○

免除 ×

免除 ×

×

12月14日（木）

1から4のすべてに該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　本校が指定する高等学校または中等教育学校を令和6
年3月までに卒業見込みの者

3　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）の1年か
ら3年1学期末（前期末）までの間で算出した評定平均
値が3.0以上の者

4　令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個
別相談を受けた者

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

  
※選考に際し、面接を実施する場合
もあります。

●面接試験

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

●面接試験
※令和5年度のオープンキャンパ
スに参加し、出願学科の個別
相談を受けた者は免除します。

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

 
※選考に際し、改めて面接を実施す
る場合もあります。

面
接
試
験
あ
り

面
接
試
験
免
除

入学願書受付後、
選考日時を連絡

会場：本校

入学願書受付後、
10日以内に審査および発表

選考後、
10日以内に
審査および
発表

選考後、
10日以内に
審査および
発表

入学願書受付後、
選考日時を連絡

会場：本校

入学願書受付後、
10日以内に審査および発表

1から3のすべてに該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　以下①から③のいずれかに該当する者
　 ①高等学校卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）
　 ②大学・短大・専門学校の受験資格を有する者
　 　またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
　 　（高等学校卒業程度認定試験合格者等）
　 ③目的意識や意欲が高く、本校の校長が上記と同等の

資質があると認める者
3　令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個
別相談を受けた者

1から4のすべてに該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　高等学校または中等教育学校を令和6年3月までに卒業
見込みの者

3　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）の1年から
3年1学期末（前期末）までの間で算出した欠席日数が
20日未満の者。（通信制、定時制高等学校の者は除く）

4　令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個
別相談を受けた者

1および2に該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　以下①から③のいずれかに該当する者
　 ①高等学校卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）
　 ②大学・短大・専門学校の受験資格を有する者
　　 またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
（高等学校卒業程度認定試験合格者等）

　 ③目的意識や意欲が高く、本校の校長が上記と同等の
資質があると認める者

1および2に該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　大学・短大・専門学校の卒業生、退学者ならびに大学・
短大・専門学校の受験資格を有する社会人の者

1から3のいずれかに該当する者
1　高等学校卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）
2　大学・短大・専門学校の受験資格を有する者
　 またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
（高等学校卒業程度認定試験合格者等）
3　目的意識や意欲が高く、本校の校長が上記と同等の資
質があると認める者

学校推薦型選抜Ⅱ
（推薦入試）

学校推薦型選抜Ⅰ
（指定校推薦入試）

総合型選抜Ⅰ
（チャレンジ推薦入試）

総合型選抜Ⅱ
（自己推薦入試）

一般選抜（社会人）
（一般入試）

一般選抜（併願）
（一般入試）

専

　願 

（
本
校
を
第
一
志
望
と
す
る
）

出 願 区 分 出 　 願 　 資 　 格 選 考 方 法 出 願 期 間 選 考日 合否発表日 特待生選考
対象選考料

※出願締切り後に
募集定員に欠員
が出た際には、こ
の出願区分で学
科を限定し追加
募集を行う場合
があります。［注］

［注］専願の出願区分による選抜での合格者は、追加募集へ出願できません。

併

　願

15,000円
+手数料
440円

○
特待生選考
受験時

選考料必要
15,000円
+手数料
440円

○
特待生選考
受験時

選考料必要
15,000円
+手数料
440円

インターネット出願ページ
二次元バーコード

● 留学生・外国人を対象とした「一般選抜（留学生）」「一般選抜（外国人）」については、本要項ではなく、別途『留学生・外国人募集要項』 でご確認ください。
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出願要項一覧

令和5年10月2日（月）から出願受付開始。（インターネット出願、書類提出は出願期間内厳守）
令和5年9月1日（金）からインターネット出願の下書き保存が可能。

学校推薦型選抜Ⅰ・Ⅱで特待生選考を受験する者のうち、①～⑪に挙げる条件
の内、一つでも該当する者は、特待生選考の試験結果にかかわらず、特待生C
以上として採用する。
［注］①～⑪に該当しない者も、特待生選考を受験することができる
①評定平均値が4.0以上の者
②ITパスポート、基本情報技術者の合格者
③日本情報処理検定の各科目1級以上の合格者
④実用英語技能検定準2級以上、日本漢字能力検定準2級以上、日商簿記
　検定2級以上の合格者
⑤全商実務検定1級合格者
　「珠算・電卓（※部門合格は除く）」 「簿記（※科目合格は除く）」
　「ビジネス文書」「英語」「情報処理」「商業経済」
⑥全工検定試験1級合格者
　「情報技術」「計算技術」「パソコン利用技術」「製図（機械）」
⑦測量士補合格者
⑧工事担任者試験AI3種またはDD3種以上の合格者
⑨第一種電気工事士、第二種電気工事士の合格者
⑩国家技能検定3級以上の合格者
⑪上記②～⑩と同等程度の資格合格者（※本校に事前お問い合せください）
※ 資格合格者は、出願の際に「合格証」の写しを提出のこと

［注］ただし、在学中の学習態度や行動が特待生としてふさわしくないとみなした場合
は、年度中でも資格適用を中止します。

合否発表日にインターネット出願ページで登録いただいたメールアドレスに合否通知案内メールを送信します。
発表は原則としてメールおよびwebでのみ行い、電話や窓口での問い合せ対応は行いません。

第一種特待生の種類

合否発表について

第一種特待生制度は、新入生を対象とする制度です。 
2年次以降には、在校生を対象とする第二種特待生制度があります。

学校推薦型選抜Ⅰの特典
学校推薦型選抜Ⅰで出願の場合、入学金100,000円（各学科共通）のうち、半額
（50,000円）を免除します。

第一種特待生選考について

入学辞退について
一般選抜（併願）で出願した場合は、本校への入学を辞退することが可能です。
入学辞退をすることが決まりましたら、必ず速やかに本校へご連絡いただき、本校から送付する「入学辞退届」を返送してください。
　連絡先：0120-331-786

種 類 特 典
特待生A
特待生B
特待生C

初年度の授業料全額（600,000円）を免除
初年度の授業料半額（300,000円）を免除
入学金の全額（100,000円）を免除

申込方法 インターネット出願時に申し込みください。

選考方法 ●筆記試験（数学I・A）
●面接試験
● 書類審査（成績・出席状況・担任所見等を総合的に審査）

選考日
発表日
選考料

●学校推薦型選抜Ⅰ・Ⅱで特待生選考を受験する場合
　　選考日：12月 9 日（土）　集合時間：13時　会場：本校
　　発表日：12月14日（木）　（採用不採用は郵送で発表）
　　選考料：15,000円+手数料440円
●一般選抜（社会人）で特待生選考を受験する場合
　　選考日：3月 6 日（水）　集合時間：9時　会場：本校
　　発表日：3月12日（火）　（採用不採用は郵送で発表）
　　選考料：一般選抜（社会人）の選考と兼ねるため免除

対 象 者 １．左記、特待生選考対象の出願区分で出願した者
２．「一般選抜（留学生）」または「一般選抜（外国人）」で出願し、
 本校を第一志望とする者（専願）

第 1期 10月 2日～10月12日

第 2期 10月13日～10月26日

第 3期 10月27日～11月16日

10月2日～3月7日

10月2日～3月1日

10月2日～3月7日

第 4期 11月17日～12月 6日

10月2日～3月22日

10月19日（木）

11月 2日（木）

11月24日（金）
免除

免除
同上

※学校推薦型選抜Ⅰと
同じ

同上
※学校推薦型選抜Ⅰと

同じ

同上
※学校推薦型
選抜Ⅰと同じ

出願締切り後から
合否発表日までの
間に実施

○

免除 ×

免除 ×

×

12月14日（木）

1から4のすべてに該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　本校が指定する高等学校または中等教育学校を令和6
年3月までに卒業見込みの者

3　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）の1年か
ら3年1学期末（前期末）までの間で算出した評定平均
値が3.0以上の者

4　令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個
別相談を受けた者

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

  
※選考に際し、面接を実施する場合
もあります。

●面接試験

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

●面接試験
※令和5年度のオープンキャンパ
スに参加し、出願学科の個別
相談を受けた者は免除します。

●書類審査（成績・出席状況・
担任所見等を総合的に審査。
調査書（学力の3要素）も評
価の参考とする。）

 
※選考に際し、改めて面接を実施す
る場合もあります。

面
接
試
験
あ
り

面
接
試
験
免
除

入学願書受付後、
選考日時を連絡

会場：本校

入学願書受付後、
10日以内に審査および発表

選考後、
10日以内に
審査および
発表

選考後、
10日以内に
審査および
発表

入学願書受付後、
選考日時を連絡

会場：本校

入学願書受付後、
10日以内に審査および発表

1から3のすべてに該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　以下①から③のいずれかに該当する者
　 ①高等学校卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）
　 ②大学・短大・専門学校の受験資格を有する者
　 　またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
　 　（高等学校卒業程度認定試験合格者等）
　 ③目的意識や意欲が高く、本校の校長が上記と同等の

資質があると認める者
3　令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個
別相談を受けた者

1から4のすべてに該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　高等学校または中等教育学校を令和6年3月までに卒業
見込みの者

3　高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）の1年から
3年1学期末（前期末）までの間で算出した欠席日数が
20日未満の者。（通信制、定時制高等学校の者は除く）

4　令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個
別相談を受けた者

1および2に該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　以下①から③のいずれかに該当する者
　 ①高等学校卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）
　 ②大学・短大・専門学校の受験資格を有する者
　　 またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
（高等学校卒業程度認定試験合格者等）

　 ③目的意識や意欲が高く、本校の校長が上記と同等の
資質があると認める者

1および2に該当する者
1　本校を専願し、本校での学修に意欲を有する者
2　大学・短大・専門学校の卒業生、退学者ならびに大学・
短大・専門学校の受験資格を有する社会人の者

1から3のいずれかに該当する者
1　高等学校卒業者（令和6年3月卒業見込者を含む）
2　大学・短大・専門学校の受験資格を有する者
　 またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの
（高等学校卒業程度認定試験合格者等）
3　目的意識や意欲が高く、本校の校長が上記と同等の資
質があると認める者

学校推薦型選抜Ⅱ
（推薦入試）

学校推薦型選抜Ⅰ
（指定校推薦入試）

総合型選抜Ⅰ
（チャレンジ推薦入試）

総合型選抜Ⅱ
（自己推薦入試）

一般選抜（社会人）
（一般入試）

一般選抜（併願）
（一般入試）

専

　願 

（
本
校
を
第
一
志
望
と
す
る
）

出 願 区 分 出 　 願 　 資 　 格 選 考 方 法 出 願 期 間 選 考日 合否発表日 特待生選考
対象選考料

※出願締切り後に
募集定員に欠員
が出た際には、こ
の出願区分で学
科を限定し追加
募集を行う場合
があります。［注］

［注］専願の出願区分による選抜での合格者は、追加募集へ出願できません。

併

　願

15,000円
+手数料
440円

○
特待生選考
受験時

選考料必要
15,000円
+手数料
440円

○
特待生選考
受験時

選考料必要
15,000円
+手数料
440円

インターネット出願ページ
二次元バーコード

● 留学生・外国人を対象とした「一般選抜（留学生）」「一般選抜（外国人）」については、本要項ではなく、別途『留学生・外国人募集要項』 でご確認ください。
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出願手順
本校の出願はインターネットで受付ます。以下の手順で手続きを進めてください。

①　事前準備
■インターネット環境の確認
　 インターネットに接続されたパソコン・スマートフォン等・プリンタ（特待生選考を受験する方のみ（印
刷方法は 9ページ参照））をご用意ください。
■E-mailアドレス
　 パソコン、スマートフォンで「@syutsugan.net」、「@hitp.ac.jp」からのメールを受信できるように設定
してください。
　　　　　　出願書類不備などの重要な連絡は今後ご登録いただくE-mailアドレスに送信されます。
　　　　　　 携帯キャリアメールを利用の方は、受信するメールドメインに@syutsugan.netと@hitp.ac.jp

を追加してください。

■写真データの用意
　 3ヶ月以内に撮影されたもの（上半身・正面・脱帽・背景無地・画像加工不可）
■郵送書類の準備
　10ページの出願別提出書類一覧を参照し、郵送書類をご用意ください。

②　インターネット出願ページへ ログイン（アカウント登録）
つぎの二次元バーコードまたはURLからインターネット出願ページにアクセスしてください。
　　　　　　　　https://www.syutsugan.net/hitp

　　　　　　 9 月 1 日より、出願の下書きが可能です。印刷をして事前に確認をしてください。

⑴　「はじめて出願される方」ボタンをクリックしてください。

⑵　メールアドレスを入力して「送信する」をクリックしてください。

⑶　 入力したメールアドレスに「ネット出願アカウント登録情報確認」メールが届きます。メール内にあ
る確認用URLをクリックして登録を完了してください。

【写真例】
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出願手順 ③　出願登録（下書き保存は 9月 1日から可能、出願は願書受付期間内のみ可能）
⑴　ログイン後、新規出願をクリックしてください。

　　　　　　出願後、合否発表までは、改めて新規出願できません。

　　　　　　専願の出願区分で出願し合格した場合には、改めて新規出願できません。

⑵　出願学科を選択してください。

⑶　入試種別（出願区分）を選択してください。

⑷　選考日・会場を選択してください。

6



⑸　郵送書類の内訳が表示されますので確認し、郵送書類を準備してください。
　　　　　　この画面は出願登録後も確認できます。
　　　　　　提出に必要な推薦書はダウンロードボタンをクリック後、印刷し使用してください。
　　　　　　※各推薦書は、本校HPからもダウンロードできます。
　　　　　　〈URL〉https://www.hitp.ac.jp/contents2020/entrance/youkou.html

⑹　選考料の支払いが必要な出願区分では支払い方法を選択してください。

⑺　出願者及び保護者の個人情報を入力してください。
　　　　・出願者の電話番号、携帯電話と保証人の電話番号、携帯電話は別の番号を入力してください。

　　　　・保証人の欄には保護者の方の情報を入力してください。

　　　　・ 学校推薦型選抜で特待生選考を受験し、資格取得による特待生Ｃ以上の採用を希望する方は、
「主な免許・資格」へ必ず入力してください。

　　　　・ 一般選抜（社会人）で出願する方は「最終学歴」または「直近の職歴（ある場合）」へ、必ず入
力してください。

⑻　 親族入学金免除制度対象の方は「課題・質問項目」の欄に入力後、「確認する」ボタン、「登録して次へ」
ボタンをクリックしてください。

　　その他の方は、空欄のままで、「確認する」ボタン、「登録して次へ」ボタンをクリックしてください。

ローソン、ファミリーマート、セブ
ンイレブン等のマルチコピー機で印
刷が可能です。詳しい印刷方法は各
社のホームページをご確認ください。

印刷できる環境がない場合
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⑼　すべての入力内容を確認し、「出願ボタン」をクリックしてください。

④　選考料のお支払い（対象者のみ）
インターネット出願ページの「TOP出願登録状況一覧」から該当の出願の「支払い手続き」をクリックし
支払い手続きを行ってください。
　　　　　 選考料は、出願後 1週間以内にお支払いください。（出願日が出願締切日から 1週間以内の場合

は、出願締切日までにお支払いください。）

　　　　　 出願締切日に以下の方法でお支払いする場合は、本校へのお支払い情報の反映が遅れる可能性
があるため、「支払い証明」をメールでお知らせください。 

　　　　　支払い方法：コンビニ払い（ローソン、ミニストップ、ファミリーマート） 
　　　　　メール送信先：kouhou@hitp.ac.jp 
　　　　　※「支払い証明」を添付し、本文に氏名、出願学科を記載してください。 

9 月 1 日から10月 1 日までは
下書き保存のみ可能

出願受付開始日（10月 2 日）以
降に改めて出願ボタンを押して
ください。
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⑤　書類の郵送
10ページの出願別提出書類一覧を参照し、書類を提出してください。
　　　　　　　 登録完了後、書類が不備無く提出され、選考料が支払われている（対象者のみ）ことで出

願が完了します。
　　　　　　　出願締切日までに出願が完了されない場合には手続きは無効となります。

【持参の場合】本校 1 F 入学相談室窓口へ提出　受付時間：平日：9：00～17：00　土曜：9：00～12：30
　　　　　　　閉館日： オープンキャンパス開催日を除く土曜、日曜、祝日、創立記念日（2/23）、年末年

始（12/29～1/3）※その他、臨時休校の場合には本校Webでお知らせします。

【郵送の場合】学生募集要項に添付された封筒に必要書類を封入し書留で郵送
　■提出先
　〒733-8533　広島市西区福島町 2丁目 1 - 1 　広島工業大学専門学校　入学相談室　行　
　  書留  　　　　  出願書類在中  

⑥　願書受理の確認
願書が受理された場合には、登録されたメールアドレスへ「願書受理メール」を送信します。
願書が受理されない場合には、登録されたメールアドレスに「メッセージ確認依頼メール」を送信します。

※封筒が無い場合には市販の封筒をご利用ください。

■第一種特待生選考を受験する方 ■第一種特待生選考を受験しない方

⑩　第一種特待生選考受験票の印刷
インターネット出願ページの「TOP 出願
登録状況一覧」から該当の出願の「受験
票」をクリックしカラーで印刷してくだ
さい。

⑪　入学金、学費等の振込・入学手続書類提出
入学金・学費等振込用紙、入学手続書類等を
送付しますので、入学金・学費等の振込、入
学手続書類の提出を締切日までに完了してく
ださい。

■面接試験が必要な方 ■面接試験の必要が無い方

⑦　面接試験受験票の郵送
 本校から面接試験の日時を記載した受験
票を郵送します。

　

⑧　面接試験受験
面接試験の日時に、受験票、筆記用具を
持参し来校ください。

　

⑨　入学合否の確認
登録されたメールアドレスに合否発表のメールを送信します。合格者

ローソン、ファミリーマート、セブンイレブン等
のマルチコピー機で印刷が可能です。詳しい印刷
方法は各社のホームページをご確認ください。

カラー印刷できる環境がない場合
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第一種特待生選考の詳細

特待生の種類

［注］ただし、在学中の学習態度や行動が特待生としてふさわしくないとみなした場合は、年度中でも資格適用を中止します。

選考方法 ●筆記試験（数学Ⅰ・A）
●面接試験　●書類審査
※筆記試験および面接試験の総合得点（180点満点）、調査書による成績・出席状況を総合的に審査し、選考する

配　　点 筆記試験：150点（数学Ⅰ・A）
面接試験：30点

出願資格 学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱで出願し、特待生選考受験を希望する者。

出願期間 学校推薦型選抜Ⅰ・学校推薦型選抜Ⅱの出願期間に準ずる。
（令和5年10月2日～ 12月6日）

選考日時 令和5年12月9日（土）集合時間：13時 採否発表日 令和5年12月14日（木）

選考日時 令和6年3月6日（水）　集合時間：9時 採否発表日 令和6年3月12日（火）

選考会場 本校（広島工業大学専門学校）

特　　典 ①～⑪に挙げる条件の内､一つでも該当する者は､特待生選考の試験結果にかかわらず､特待生C以上として採用する。
※①～⑪に該当しない者も、特待生選考を受験することができる

学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱで受験する場合

①評定平均値が4．0以上の者
②ITパスポート、基本情報技術者の合格者
③日本情報処理検定の各科目1級以上の合格者
④実用英語技能検定準2級以上、日本漢字能力検定準2級以上、日商簿記検定2級以上の合格者
⑤全商実務検定1級合格者
　「珠算・電卓（※部門合格は除く）」 「簿記（※科目合格は除く）」「ビジネス文書」「英語」「情報処理」「商業経済」
⑥全工検定試験1級合格者（「情報技術」「計算技術」「パソコン利用技術」「製図（機械）」）
⑦測量士補合格者
⑧工事担任者試験AI3種またはDD3種以上の合格者
⑨第一種電気工事士、第二種電気工事士の合格者
⑩国家技能検定3級以上の合格者
⑪上記②～⑩と同等程度の資格合格者
※資格合格者は、出願の際に「合格証」の写しを提出のこと

出願資格 一般選抜（社会人）で出願した者ならびに一般選抜（留学生）または一般選抜（外国人）で出願した者で、
本校を第一志望（専願）とし、特待生選考受験を希望する者。

出願期間 令和5年10月2日～令和6年3月1日
（一般選抜（留学生）または一般選抜（外国人）の者は令和6年2月22日まで）

一般選抜（社会人）、一般選抜（留学生）または一般選抜（外国人）で受験する場合

第一種特待生制度は、新入生を対象とする制度です。
2年次以降には、在校生を対象とする第二種特待生制度があります。

＊調査書について
●出身高等学校が発行する進学用調査書とする。
● 高等学校卒業者で調査書が発行されない場合は「卒業証明書」と「成績証明書」の2通を調査書の代わりとする。
● 高等学校卒業程度認定試験の合格（見込み）者は「高等学校卒業程度認定試験合格（見込）証明書」を調査書の代わりとする。
●大学、短期大学等の卒業（見込み）者は、大学、短期大学等の「卒業（見込）証明書」を提出のこと。

種 類 特 典
特待生A
特待生B
特待生C

初年度の授業料全額（600,000円）を免除
初年度の授業料半額（300,000円）を免除
入学金の全額（100,000円）を免除

選考スケジュール

＊注意事項
・各試験開始後20分を過ぎた場合は欠席とします。
・試験中、お手洗いなどで途中退室・再入室することは認めますが、再入室後は試験を続けることは認められません。

13：00
13：10 ～ 14：10
14：30 ～（終了次第解散）

集合
筆記試験「数学Ⅰ・A」
面接試験

学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ
 9：00
 9：10 ～ 10：10
10：30 ～（終了次第解散）

集合
筆記試験「数学Ⅰ・A」
面接試験

一般選抜（専願）、一般選抜（留学生）、一般選抜（外国人）

出願別提出書類一覧

※○印のついた書類が提出書類　 ※△は該当者のみ　 ※各推薦書は本校HPからダウンロード可能

○

○

－

○

－

－

○

－

○

○

－
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－
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○

－
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○

－

－

○
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－
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－
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薦
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抜
Ⅰ

（
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試
）

学
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Ⅱ

　
　
　（
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試
）

第一種
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考

総
合
型
選
抜
Ⅰ（
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
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入
試
）

総
合
型
選
抜
Ⅱ（
自
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入
試
）

一
般
選
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併
願
）（
一
般
入
試
）

一
般
選
抜（
社
会
人
）

　
　
　（
一
般
入
試
）

提出書類

出願方法

提出する書類は出願区分に応じて9パターンあります。各出願パターンを縦列にご覧ください。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

第
一
種

特
待
生
選
考

第一種
特
待
生
選
考

※下部 ＊調査書について を参照してください

学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱのいずれかに
○をしてください　
※本書類は本校HPの上段メニューの「入学案内」、「募集要項」
　ページ下部からダウンロードできます
学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱのいずれかに
○をしてください
※本書類は本校HPの上段メニューの「入学案内」、「募集要項」
　ページ下部からダウンロードできます

調査書

推薦書

第一種特待生選考
推薦書
オープンキャンパス
参加証

自己推薦書

第一種特待生選考（高等学校推薦）の特典条件②～⑪に
該当する資格試験のものです「合格証」写し

※本書類は本校HPの上段メニューの「入学案内」、「募集要項」
　ページ下部からダウンロードできます

令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個別
相談を受けた場合のみ有効です

5 6

⑫　第一種特待生選考受験
試験当日（※試験日は 4ページを確認）は、
必ず印刷した受験票と筆記用具を持参し
てください。

　

⑬　第一種特待生選考採否の確認
郵送にて第一種特待生選考採否結果、
入学金・学費等振込用紙、入学手続書類
等を送付します。

　

⑭　入学金、学費等振込・入学手続書類提出
入学金・学費等の振込、入学手続書類の
提出を締切日までに完了してください。

　

⑮　入学前ご案内書類の送付（ 3月上旬）
入学前のご案内書類を 3月上旬頃にお送りします。内容をご確認しご準備をお願いします。

10



第一種特待生選考の詳細

特待生の種類

［注］ただし、在学中の学習態度や行動が特待生としてふさわしくないとみなした場合は、年度中でも資格適用を中止します。

選考方法 ●筆記試験（数学Ⅰ・A）
●面接試験　●書類審査
※筆記試験および面接試験の総合得点（180点満点）、調査書による成績・出席状況を総合的に審査し、選考する

配　　点 筆記試験：150点（数学Ⅰ・A）
面接試験：30点

出願資格 学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱで出願し、特待生選考受験を希望する者。

出願期間 学校推薦型選抜Ⅰ・学校推薦型選抜Ⅱの出願期間に準ずる。
（令和5年10月2日～ 12月6日）

選考日時 令和5年12月9日（土）集合時間：13時 採否発表日 令和5年12月14日（木）

選考日時 令和6年3月6日（水）　集合時間：9時 採否発表日 令和6年3月12日（火）

選考会場 本校（広島工業大学専門学校）

特　　典 ①～⑪に挙げる条件の内､一つでも該当する者は､特待生選考の試験結果にかかわらず､特待生C以上として採用する。
※①～⑪に該当しない者も、特待生選考を受験することができる

学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱで受験する場合

①評定平均値が4．0以上の者
②ITパスポート、基本情報技術者の合格者
③日本情報処理検定の各科目1級以上の合格者
④実用英語技能検定準2級以上、日本漢字能力検定準2級以上、日商簿記検定2級以上の合格者
⑤全商実務検定1級合格者
　「珠算・電卓（※部門合格は除く）」 「簿記（※科目合格は除く）」「ビジネス文書」「英語」「情報処理」「商業経済」
⑥全工検定試験1級合格者（「情報技術」「計算技術」「パソコン利用技術」「製図（機械）」）
⑦測量士補合格者
⑧工事担任者試験AI3種またはDD3種以上の合格者
⑨第一種電気工事士、第二種電気工事士の合格者
⑩国家技能検定3級以上の合格者
⑪上記②～⑩と同等程度の資格合格者
※資格合格者は、出願の際に「合格証」の写しを提出のこと

出願資格 一般選抜（社会人）で出願した者ならびに一般選抜（留学生）または一般選抜（外国人）で出願した者で、
本校を第一志望（専願）とし、特待生選考受験を希望する者。

出願期間 令和5年10月2日～令和6年3月1日
（一般選抜（留学生）または一般選抜（外国人）の者は令和6年2月22日まで）

一般選抜（社会人）、一般選抜（留学生）または一般選抜（外国人）で受験する場合

第一種特待生制度は、新入生を対象とする制度です。
2年次以降には、在校生を対象とする第二種特待生制度があります。

＊調査書について
●出身高等学校が発行する進学用調査書とする。
● 高等学校卒業者で調査書が発行されない場合は「卒業証明書」と「成績証明書」の2通を調査書の代わりとする。
● 高等学校卒業程度認定試験の合格（見込み）者は「高等学校卒業程度認定試験合格（見込）証明書」を調査書の代わりとする。
●大学、短期大学等の卒業（見込み）者は、大学、短期大学等の「卒業（見込）証明書」を提出のこと。

種 類 特 典
特待生A
特待生B
特待生C

初年度の授業料全額（600,000円）を免除
初年度の授業料半額（300,000円）を免除
入学金の全額（100,000円）を免除

選考スケジュール

＊注意事項
・各試験開始後20分を過ぎた場合は欠席とします。
・試験中、お手洗いなどで途中退室・再入室することは認めますが、再入室後は試験を続けることは認められません。

13：00
13：10 ～ 14：10
14：30 ～（終了次第解散）

集合
筆記試験「数学Ⅰ・A」
面接試験

学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ
 9：00
 9：10 ～ 10：10
10：30 ～（終了次第解散）

集合
筆記試験「数学Ⅰ・A」
面接試験

一般選抜（専願）、一般選抜（留学生）、一般選抜（外国人）

出願別提出書類一覧

※○印のついた書類が提出書類　 ※△は該当者のみ　 ※各推薦書は本校HPからダウンロード可能

○

○

－

○

－

－

○

－

○

○

－

△

○

○

－

○

－

－

○

－

－

○

－

－

○

－

－

－

○

－

○

－

－

△

－

－

○

－

－

△

－

－

○

－

○

○

－

△

○

－

－

△

－

－

学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅰ

（
指
定
校
推
薦
入
試
）

学
校
推
薦
型
選
抜
Ⅱ

　
　
　（
推
薦
入
試
）

第一種
特
待
生
選
考

総
合
型
選
抜
Ⅰ（
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
薦
入
試
）

総
合
型
選
抜
Ⅱ（
自
己
推
薦
入
試
）

一
般
選
抜（
併
願
）（
一
般
入
試
）

一
般
選
抜（
社
会
人
）

　
　
　（
一
般
入
試
）

提出書類

出願方法

提出する書類は出願区分に応じて9パターンあります。各出願パターンを縦列にご覧ください。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

第
一
種

特
待
生
選
考

第一種
特
待
生
選
考

※下部 ＊調査書について を参照してください

学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱのいずれかに
○をしてください　
※本書類は本校HPの上段メニューの「入学案内」、「募集要項」
　ページ下部からダウンロードできます
学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱのいずれかに
○をしてください
※本書類は本校HPの上段メニューの「入学案内」、「募集要項」
　ページ下部からダウンロードできます

調査書

推薦書

第一種特待生選考
推薦書
オープンキャンパス
参加証

自己推薦書

第一種特待生選考（高等学校推薦）の特典条件②～⑪に
該当する資格試験のものです「合格証」写し

※本書類は本校HPの上段メニューの「入学案内」、「募集要項」
　ページ下部からダウンロードできます

令和5年度のオープンキャンパスに参加し、出願学科の個別
相談を受けた場合のみ有効です
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親族入学金免除制度

提出書類 ●卒業証書の写し、卒業証明書、在籍証明書、在学証明書のいずれか
●戸籍謄本または除籍謄本または住民票

諸納入金は全て各学科共通です。ただし、入学金については、学校推薦型選抜Ⅰで合格した者は半額50,000円です。
また、学費とは、授業料・実験実習料・施設設備資金を言います。
年額合計金額を2回（前期・後期）に分けて、以下納入期限までに納入してください。

社会人女性入学金免除制度
資　　格 社会人経験※のある女性の方で、総合型選抜Ⅰ、総合型選抜Ⅱならびに一般選抜（社会人）のいずれかで出願した場合は、

入学金の全額免除を受けることができます。
※社会人経験は正社員、契約社員、派遣社員として1年以上の勤務経験をいい、アルバイトやパートの勤務経験は含みません。

手　　続 該当者は、インターネット出願ページの「課題・質問項目」に入力のうえ、上記の親族が卒業生・在学生または元在籍者で
あることを証する書類および申請者との続柄が分かる書類を出願の際に提出してください。

手　　続 該当者は、インターネット出願ページの「直近の職歴」に入力してください。

資　　格 本校の在籍者、卒業生および元在籍者本人ならびにその子女およびこれらの兄弟姉妹の場合、入学金の全額免除を受ける
ことができます。

学費等について

入学時に、教科書代等として必要な経費は次の金額を目安にしてください。（令和4年度生概算）

納入期限

①学費は、入学年度の金額が、卒業まで適用され、途中で変更することはありません。
②上記のほかに、教科書代・検定料等の実費を必要とします。
③入学金は初年度のみ徴収いたします。
④入学金・学費納付書は、合格通知書に同封して送付いたします。
⑤入学金・年間授業料・年間実験実習料・年間施設設備資金は指定された期日までに納入してください。
⑥指定された期日までに入学手続きが行われない場合は、合格を取り消すことがありますので注意してください。ただし、特別の事情があり、その旨
本校入学相談室に連絡し、本校が承諾した場合はこの限りではありません。

⑦令和6年3月29日までに入学辞退をされた場合は、納入済みの授業料、実験実習料、施設設備資金、委託徴収金は全額返還いたします。
※入学金、選考料、提出書類は返還いたしません。

⑧学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ、総合型選抜Ⅰ、総合型選抜Ⅱのいずれかで出願し、入学辞退をされた場合は、免除となっていた選考料
（15,000円）を納入していただきます。
⑨令和6年3月30日以降に入学辞退をされた場合は、理由の如何に問わず諸納入金および提出書類を返還できません。

※ITスペシャリスト学科ならびに情報学科の授業で使用するノートパソコンは、学校推奨機（Office、保険含む）の購入をお願いします。
　詳しくはお問い合わせください。

2年目の学費納入期限は、前期：令和7年4月末日　後期：令和7年9月末日です。
※第一種特待生選考を受験した場合は、特待生採用結果通知日とする。

※2年課程以上の各学科の卒業年次には、委託徴収金において同窓会終身会費10,000円（年1回／前期）が必要です。
　なお、建築士専攻科は、同窓会準会員入会金ではなく同窓会終身会費を納入していただきます。（本校からの進学者は除く。）
※特待生に採用された者は、特待生の種類に応じて、入学金または授業料（年額）が表の金額より減免されます。

令和5年10月 1日～ 10月31日
令和5年11月 1日～ 11月30日
令和5年12月 1日～ 12月28日
令和6年 1月 4日～  1月31日
令和6年 2月 1日～  2月29日
令和6年3月1日以降の合格者

合格日より15日以内
令和6年9月末日

令和5年12月22日

令和6年 1月26日
令和6年 2月22日
令和6年 3月29日

合格通知に同封の書類に記載

合 格 期日（※） 入学金納入期限 前期学費納入期限 後期学費納入期限

教 科 書

製 図 道 具

関 数 電 卓

ノートパソコン

実 習 服

合 　 計

教 科 書

合 　 計

教 科 書

合 　 計

22，000

40，000

4，500

66，500

18，000

18，000

－

－

建築学科

22，000

22，000

－

－

－

－

建築士
専攻科

36，000

9，200

5，000

9，600

59，800

10，000

10，000

－

土木工学科

36，000

10，400

46，400

18，000

18，000

－

－

－

電気工学科

35，000

12，000

15，200

62，200

30，000

30，000

－

－

機械工学科

30，000

178，500

20，000

20，000

17，000

17，000

－

－

－

学校推奨機
148，500
R5年度実績

学校推奨機
148，500
R5年度実績

ITスペシャリスト
学科

30,000

178，500

20，000

20，000

－

－

－

情報学科

22，000

22，000

0

0

－

－

－

－

音響・映像
メディア学科

一
年
次

二
年
次

三
年
次

（円）

100，000円

年額 600，000円

年額 250，000円

年額 200，000円

1，050，000円

年額 6，500円

年額 3，000円

年額 2，000円

5，000円

16，500円

1，166，500円

100，000円

前期分 300，000円

前期分 125，000円

前期分 100，000円

525，000円

6，500円

3，000円

2，000円

5，000円

16，500円

641，500円

後期分 300，000円

後期分 125，000円

後期分 100，000円

525，000円

525，000円

入学時のみ1回

年2回（前期・後期）

年2回（前期・後期）

年2回（前期・後期）

年1回（前期）

年1回（前期）

年1回（前期）

入学時のみ1回

IT特待生制度
ITスペシャリスト学科の学生を対象とする予約申請型の特待生制度です。

対 象 者 ITスペシャリスト学科に入学した者または情報学科に入学し、ITスペシャリスト学科に転科した者で、予約申請を行った
者を対象とします。
※情報学科からITスペシャリスト学科へは、2年次に進級する際にのみ転科ができます。情報学科2年次からの転科はできません。

採用資格 予約申請を行い、次の①および②に挙げる要件をどちらも満たす者。
①2年次の2月末日までに「基本情報技術者試験」に合格していること。
②2年次までの出席率が95％以上であり、高度資格取得に対する意欲が高いこと。
［注］3年次に進級する際に、採用資格の要件をどちらか1つでも満たさなかった場合、及び、学習態度や行動が特待生と
してふさわしくないとみなした場合は、予約申請を取り消します。

選考方法 IT特待の採用者については、上記要件を満たす者の中から2年次までの学業成績、出席状況及び人物をもって総合的
に判断し、選考します。

IT特待生の特典 ITスペシャリスト学科3年次の1年限りにおいて、授業料の半額（300,000円）を免除します。
［注］IT特待生に採用された期間において、特待生としてふさわしくないとみなした場合は、期間中でも資格適用を中止します。

入学金
初年度納入金 納入回数 入学手続時納入金 初年度後期納入金

学 費

授業料
実験実習料
施設設備資金

学生24時間共済
健康診断費
学友会費
同窓会準会員入学金

小　計

小　計
合　計

委託徴収金

諸納入金（令和6年度） 教科書代等について

手続（予約申請） ITスペシャリスト学科の2年次に進級する際、または情報学科からITスペシャリスト学科に転科する際に、申請書を提出
してください。
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親族入学金免除制度

提出書類 ●卒業証書の写し、卒業証明書、在籍証明書、在学証明書のいずれか
●戸籍謄本または除籍謄本または住民票

諸納入金は全て各学科共通です。ただし、入学金については、学校推薦型選抜Ⅰで合格した者は半額50,000円です。
また、学費とは、授業料・実験実習料・施設設備資金を言います。
年額合計金額を2回（前期・後期）に分けて、以下納入期限までに納入してください。

社会人女性入学金免除制度
資　　格 社会人経験※のある女性の方で、総合型選抜Ⅰ、総合型選抜Ⅱならびに一般選抜（社会人）のいずれかで出願した場合は、

入学金の全額免除を受けることができます。
※社会人経験は正社員、契約社員、派遣社員として1年以上の勤務経験をいい、アルバイトやパートの勤務経験は含みません。

手　　続 該当者は、インターネット出願ページの「課題・質問項目」に入力のうえ、上記の親族が卒業生・在学生または元在籍者で
あることを証する書類および申請者との続柄が分かる書類を出願の際に提出してください。

手　　続 該当者は、インターネット出願ページの「直近の職歴」に入力してください。

資　　格 本校の在籍者、卒業生および元在籍者本人ならびにその子女およびこれらの兄弟姉妹の場合、入学金の全額免除を受ける
ことができます。

学費等について

入学時に、教科書代等として必要な経費は次の金額を目安にしてください。（令和5年度生概算）

納入期限

①学費は、入学年度の金額が、卒業まで適用され、途中で変更することはありません。
②上記のほかに、教科書代・検定料等の実費を必要とします。
③入学金は初年度のみ徴収いたします。
④入学金・学費納付書は、合格通知書に同封して送付いたします。
⑤入学金・年間授業料・年間実験実習料・年間施設設備資金は指定された期日までに納入してください。
⑥指定された期日までに入学手続きが行われない場合は、合格を取り消すことがありますので注意してください。ただし、特別の事情があり、その旨
本校入学相談室に連絡し、本校が承諾した場合はこの限りではありません。

⑦令和6年3月29日までに入学辞退をされた場合は、納入済みの授業料、実験実習料、施設設備資金、委託徴収金は全額返還いたします。
※入学金、選考料、提出書類は返還いたしません。

⑧学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ、総合型選抜Ⅰ、総合型選抜Ⅱのいずれかで出願し、入学辞退をされた場合は、免除となっていた選考料
（15,000円）を納入していただきます。
⑨令和6年3月30日以降に入学辞退をされた場合は、理由の如何に問わず諸納入金および提出書類を返還できません。

※ITスペシャリスト学科ならびに情報学科の授業で使用するノートパソコンは、学校推奨機（Office、保険含む）の購入をお願いします。
　詳しくはお問い合わせください。

2年目の学費納入期限は、前期：令和7年4月末日　後期：令和7年9月末日です。
※第一種特待生選考を受験した場合は、特待生採用結果通知日とする。

※2年課程以上の各学科の卒業年次には、委託徴収金において同窓会終身会費10,000円（年1回／前期）が必要です。
　なお、建築士専攻科は、同窓会準会員入会金ではなく同窓会終身会費を納入していただきます。（本校からの進学者は除く。）
※特待生に採用された者は、特待生の種類に応じて、入学金または授業料（年額）が表の金額より減免されます。

令和5年10月 1日～ 10月31日
令和5年11月 1日～ 11月30日
令和5年12月 1日～ 12月28日
令和6年 1月 4日～  1月31日
令和6年 2月 1日～  2月29日
令和6年3月1日以降の合格者

合格日より15日以内
令和6年9月末日

令和5年12月22日

令和6年 1月26日
令和6年 2月22日
令和6年 3月29日

合格通知に同封の書類に記載

合 格 期日（※） 入学金納入期限 前期学費納入期限 後期学費納入期限

教 科 書

製 図 道 具

関 数 電 卓

ノートパソコン

実 習 服

合 　 計

教 科 書

合 　 計

教 科 書

合 　 計

22，000

40，000

4，500

66，500

18，000

18，000

－

－

建築学科

22，000

22，000

－

－

－

－

建築士
専攻科

36，000

9，200

5，000

9，600

59，800

10，000

10，000

－

土木工学科

36，000

10，400

46，400

18，000

18，000

－

－

－

電気工学科

35，000

12，000

15，200

62，200

30，000

30，000

－

－

機械工学科

30，000

178，500

20，000

20，000

17，000

17，000

－

－

－

学校推奨機
148，500
R5年度実績

学校推奨機
148，500
R5年度実績

ITスペシャリスト
学科

30,000

178，500

20，000

20，000

－

－

－

情報学科

22，000

22，000

0

0

－

－

－

－

音響・映像
メディア学科

一
年
次

二
年
次

三
年
次

（円）

100，000円

年額 600，000円

年額 250，000円

年額 200，000円

1，050，000円

年額 6，500円

年額 3，000円

年額 2，000円

5，000円

16，500円

1，166，500円

100，000円

前期分 300，000円

前期分 125，000円

前期分 100，000円

525，000円

6，500円

3，000円

2，000円

5，000円

16，500円

641，500円

後期分 300，000円

後期分 125，000円

後期分 100，000円

525，000円

525，000円

入学時のみ1回

年2回（前期・後期）

年2回（前期・後期）

年2回（前期・後期）

年1回（前期）

年1回（前期）

年1回（前期）

入学時のみ1回

IT特待生制度
ITスペシャリスト学科の学生を対象とする予約申請型の特待生制度です。

対 象 者 ITスペシャリスト学科に入学した者または情報学科に入学し、ITスペシャリスト学科に転科した者で、予約申請を行った
者を対象とします。
※情報学科からITスペシャリスト学科へは、2年次に進級する際にのみ転科ができます。情報学科2年次からの転科はできません。

採用資格 予約申請を行い、次の①および②に挙げる要件をどちらも満たす者。
①2年次の2月末日までに「基本情報技術者試験」に合格していること。
②2年次までの出席率が95％以上であり、高度資格取得に対する意欲が高いこと。
［注］3年次に進級する際に、採用資格の要件をどちらか1つでも満たさなかった場合、及び、学習態度や行動が特待生と
してふさわしくないとみなした場合は、予約申請を取り消します。

選考方法 IT特待の採用者については、上記要件を満たす者の中から2年次までの学業成績、出席状況及び人物をもって総合的
に判断し、選考します。

IT特待生の特典 ITスペシャリスト学科3年次の1年限りにおいて、授業料の半額（300,000円）を免除します。
［注］IT特待生に採用された期間において、特待生としてふさわしくないとみなした場合は、期間中でも資格適用を中止します。

入学金
初年度納入金 納入回数 入学手続時納入金 初年度後期納入金

学 費

授業料
実験実習料
施設設備資金

学生24時間共済
健康診断費
学友会費
同窓会準会員入学金

小　計

小　計
合　計

委託徴収金

諸納入金（令和6年度） 教科書代等について

手続（予約申請） ITスペシャリスト学科の2年次に進級する際、または情報学科からITスペシャリスト学科に転科する際に、申請書を提出
してください。
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あり（利息なし） あり（利息あり）

12

本校では、学費の負担を軽減するための奨学金制度の利用が可能です。入学後、4月初旬頃に各種奨学金の申込方法
や交付・給付方法についての説明会を行います。いずれの奨学金を希望する場合も、必ず奨学金説明会に出席し、決め
られた期限までに手続きを取ってください。なお、奨学金説明会へは、学生本人が出席し、保護者の出席は必要ありません。
日本学生支援機構奨学金については、進学する前年度に在籍する高等学校を通じて申込む予約採用があります。予約
採用の詳しい申込手続きについては、各高等学校に問い合わせてください。

本校では以下の奨学金制度の申込みができます。

※ただし、最高月額については家計基準あり
　また、新しい給付奨学金と併せて貸与を受ける場合、
　併給調整あり

日本学生支援機構奨学金　返還の例（日本学生支援機構Webサイトより）

返還回数（年数）
返還月額

返還回数（年数）
833,004円

返還月額

高等教育の修学支援新制度
※本制度は令和５年２月末時点のものです。今後の国の方針により、制度が変更される場合があります。
皆さんの学びたい気持ちを経済的にしっかりと支える「大学等における修学の支援に関する法律」が制定され、本校は、令和元年9月20日付で
法律による修学支援の対象機関となりました。

①新たな修学支援制度
　◎給付型奨学金（原則、返還が不要な奨学金） 日本学生支援機構が各学生に支給します。
　◎授業料等の減免（入学金と授業料の免除または減額） 本校が行います。
　　・新しい支援制度は、この２つの支援を合わせることにより行われます。
②支援の対象
　◎住民税非課税世帯およびそれに準ずる世帯の学生
　　・申込みにあたり国籍や高等学校卒業後の年数、保有する資産等の要件があります。
　◎学業などに係る要件
　　・高等学校等の評定平均値が3.5以上であること。
　　※学業などに係る要件について分からないことがあれば、在学している高等学校へお尋ねください。
　【参考】支援を受けられる年収の目安
　☆両親・本人（18歳）・中学生（15歳）の家族4人世帯の場合※

※実際には多様な形態の家族がありますので、基準を満たす世帯年収は家族構成等により異なります。
　支援の対象となるか、どれくらいの支援が受けられるか、日本学生支援機構のWebサイトで大まかに調べることができます。 
　〇日本学生支援機構 進学資金シミュレーター〇
　　https://www.jasso.go.jp/shogakukin/oyakudachi/shogakukin-simulator.html  
③支援額

　※住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生は、住民税非課税世帯の学生の2/3または1/3の支援額となります。
④手続方法
◎支援を受けるためには、本人からの申請が必要です。
　・在学している高等学校を通じて、日本学生支援機構に申込みしなくてはなりません。
　  ※担任の先生によく相談して、手続きを進めてください。
　・「授業料等の減免」については、本校に合格後、手続きを行ってください。

支援対象者 年収の目安 支援額
住民税非課税世帯の学生

住民税非課税世帯に準ずる世帯の
学生

～約270万円
～約300万円
～約380万円

満額
満額の2/3
満額の1/3

通学の種類
自宅外
自宅

満額支援の場合
（住民税非課税
世帯の学生）

給付額
年額 909，600円
年額 459，600円

入学金減免額
100，000円
100，000円

授業料減免額
590，000円
590，000円

合計の支援額
1，599，600円
1，149，600円

●第二種奨学金（専修学校専門課程・貸与月数24ヶ月・貸与始期4月・利率3％と仮定）

※詳しくは日本学生支援機構奨学金のWebサイトをご覧ください
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あり（利息なし） あり（利息あり）

12

本校では、学費の負担を軽減するための奨学金制度の利用が可能です。入学後、4月初旬頃に各種奨学金の申込方法
や交付・給付方法についての説明会を行います。いずれの奨学金を希望する場合も、必ず奨学金説明会に出席し、決め
られた期限までに手続きを取ってください。なお、奨学金説明会へは、学生本人が出席し、保護者の出席は必要ありません。
日本学生支援機構奨学金については、進学する前年度に在籍する高等学校を通じて申込む予約採用があります。予約
採用の詳しい申込手続きについては、各高等学校に問い合わせてください。

本校では以下の奨学金制度の申込みができます。

※ただし、最高月額については家計基準あり
　また、新しい給付奨学金と併せて貸与を受ける場合、
　併給調整あり

日本学生支援機構奨学金　返還の例（日本学生支援機構Webサイトより）

返還回数（年数）
返還月額

返還回数（年数）
833,004円

返還月額

高等教育の修学支援新制度
※本制度は令和５年２月末時点のものです。今後の国の方針により、制度が変更される場合があります。
皆さんの学びたい気持ちを経済的にしっかりと支える「大学等における修学の支援に関する法律」が制定され、本校は、令和元年9月20日付で
法律による修学支援の対象機関となりました。

①新たな修学支援制度
　◎給付型奨学金（原則、返還が不要な奨学金） 日本学生支援機構が各学生に支給します。
　◎授業料等の減免（入学金と授業料の免除または減額） 本校が行います。
　　・新しい支援制度は、この２つの支援を合わせることにより行われます。
②支援の対象
　◎住民税非課税世帯およびそれに準ずる世帯の学生
　　・申込みにあたり国籍や高等学校卒業後の年数、保有する資産等の要件があります。
　◎学業などに係る要件
　　・高等学校等の評定平均値が3.5以上であること。
　　※学業などに係る要件について分からないことがあれば、在学している高等学校へお尋ねください。
　【参考】支援を受けられる年収の目安
　☆両親・本人（18歳）・中学生（15歳）の家族4人世帯の場合※

※実際には多様な形態の家族がありますので、基準を満たす世帯年収は家族構成等により異なります。
　支援の対象となるか、どれくらいの支援が受けられるか、日本学生支援機構のWebサイトで大まかに調べることができます。 
　〇日本学生支援機構 進学資金シミュレーター〇
　　https://www.jasso.go.jp/shogakukin/oyakudachi/shogakukin-simulator.html  
③支援額

　※住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生は、住民税非課税世帯の学生の2/3または1/3の支援額となります。
④手続方法
◎支援を受けるためには、本人からの申請が必要です。
　・在学している高等学校を通じて、日本学生支援機構に申込みしなくてはなりません。
　  ※担任の先生によく相談して、手続きを進めてください。
　・「授業料等の減免」については、本校に合格後、手続きを行ってください。

支援対象者 年収の目安 支援額
住民税非課税世帯の学生

住民税非課税世帯に準ずる世帯の
学生

～約270万円
～約300万円
～約380万円

満額
満額の2/3
満額の1/3

通学の種類
自宅外
自宅

満額支援の場合
（住民税非課税
世帯の学生）

給付額
年額 909，600円
年額 459，600円

入学金減免額
100，000円
100，000円

授業料減免額
590，000円
590，000円

合計の支援額
1，599，600円
1，149，600円

●第二種奨学金（専修学校専門課程・貸与月数24ヶ月・貸与始期4月・利率3％と仮定）

※詳しくは日本学生支援機構奨学金のWebサイトをご覧ください
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広島工業大学編入学「学園内推薦制度」
より広く、より深く学ぶ意欲に応えるため、広島工業大学へ編入学する「学園内推薦制度」を設けています。

● 入試特典
広島工業大学による筆記試験は課されません。

学園内推薦制度

30，000円

入学手続時の納入金額
840，000円

● 令和5年度編入学生実績
授業料等の納入書、手続書類等は合格通知に同封されています。広島工業大学が定めた期日までに手続きを行ってください。

※入学金250,000円は学園内規定により、半額125,000円となります。
※授業料・施設設備資金は年額を前・後期の2回に分けて納入してください。
※入学時の委託徴収金は後援会・体育会・自治会・同窓会の入会金および会費（年額）で、次年度からは会費（年額）のみとなり、
　金額が異なります。
※その他、大学における必要経費については広島工業大学のWebサイトをご覧ください。

検定料
125，000円（入学時のみ）

入学金
1，120，000円（年額）

授業料
260，000円（年額）
施設設備資金

25，000円（入学時）
委託徴収金

納入金等

推薦基準に照らしわせて総合的に判定・評価し、本校の校長推薦で出願できます。

広島工業大学の卒業要件単位数は124単位です。本校で修得した総単位数のうち、広島工業大学の編入学試験制度（学園内推薦入学）に
より、最大62単位まで認定されます。
本校で、広島工業大学への編入学希望者を対象とした「数学」「英語」「物理」や「プレゼンテーション」などの一般教養科目を開講していますの
で、必ず受講してください。
専門学校での単位取得状況および単位の読み替え状況により、大学の2年次または3年次への編入となります。

● 推薦基準（各学科共通）

2年課程 1年次修了時点でのGPA※により、学科内順位が上位1/3以上の者

2年次修了時点でのGPA※により、学科内順位が上位1/3以上の者

本校が規定する出席すべき日数の90％以上の出席を有する者

3年課程

学習態度

各学科が重点的に推奨している資格取得に向けて懸命に取り組むとともに、本校で
の学びの上に、さらに広島工業大学で専門的な内容を学びたいという旺盛な意欲を
有する者（平常の学習態度や校内面接により評価する）

学習意欲

学習成績

※専門学校GPA（Grade Point Average）とは、学生が受講し評価を受けた科目の成績平均値のことで、当該学生の学習に関する指導に用いるものです。

留学生の入学「一般選抜（留学生）」

留学生の出願について
留学生の出願については、一般の方と手続きが異なります。『留学生・外国人募集要項』がありますので、入学相談室までお問合せ・ご請求ください。
本要項に掲載しているものは、「留学生・外国人募集要項」の一部を抜粋したものです。

出願資格 1 ～ 3に挙げる要件を全て満たす者。
1．自国において12年以上の学校教育を修了した者、またはこれに準ずる者（文部科学大臣が指定する教育施設の所定
の課程を修了した者）で、本校入学時において満18歳以上の者。

2．①②のいずれかの要件を満たし、講義を十分に理解できる日本語能力がある者。
　①日本語能力試験N1またはN2レベルに合格した者
　②日本留学試験での日本語科目において「読解」「聴解・聴読解」の合計で200点以上取得した者（試験結果の有効期

限は2年間とする）
3．本校入学から卒業までの「留学」ビザの取得が可能な者。
※本校入学手続時に、身元保証人による誓約書を必要とします。

選 考 料 15,000円

選考方法 面接試験

出願期間 2023年10月2日（月）～ 2024年2月22日（木）
※1　ただし、各学科定員になり次第締切ります。
※2　※1の出願締切りは、本校Webサイトにてお知らせします。

本校では、株式会社オリエントコーポレーション（以下「㈱オリコ」）と提携した教育ローンをご用意しています。
提携教育ローンは、本校発行の納付書記載の金額を、㈱オリコが本校の授業料用口座に保護者様等に代わって振り込むローンとなっています。

提携教育ローン

対象費用 学費（授業料・実験実習費・施設設備資金）、委託徴収金等の諸納付金　※入学金は対象外です。

連帯保証人 原則不要　※所得証明書、印鑑証明、住民票等の書類の提出も不要です。

学費の入金 オリコから本校指定口座へ直接振込となります。

お支払い手段 民間金融機関（ゆうちょ銀行含む）からの口座振替

お問合せ先 《オリコ学費サポートデスク》　0120-517-325（受付時間：平日9：30 ～ 17：30）
《Web申込･説明》　https://orico-web.jp/gakuhi/index.html

ご利用額上限 500万円　※一回あたりのご利用金額は、納付書に記載の金額となります。

分割払い手数料 実質年率3.0%（固定）実質年率3.0%（固定）

対 象 者 本校へ入学予定または在学生の保護者等

単位の互換と
編入年次について

上記「一般選抜（留学生）」の他に、本校が指定した日本語学校から出願される方を対象とする「学校推薦型選抜（留学生）」があります。
また、留学ビザではない（永住者ビザを除く）外国籍の方は、日本国内の経歴によって、一般の手続きでご出願いただく場合と「一般選抜（外国人）」
でご出願いただく場合があります。
詳細については入学相談室までお問い合わせください。

本校 卒業／修了学科

工学部建築学科
建築士専攻科
土木工学科 工学部

電気工学科 工学部

機械工学科 工学部

ITスペシャリスト学科
情報学科 情報学部

情報工学科
情報コミュニケーション学科
電気システム工学科
機械システム工学科
知能機械工学科

広島工業大学 編入学部・学科

編入可能
学科一覧

環境土木学科

建築工学科
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広島工業大学編入学「学園内推薦制度」
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対象費用 学費（授業料・実験実習費・施設設備資金）、委託徴収金等の諸納付金　※入学金は対象外です。
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ご利用額上限 500万円　※一回あたりのご利用金額は、納付書に記載の金額となります。

分割払い手数料 実質年率3.0%（固定）実質年率3.0%（固定）

対 象 者 本校へ入学予定または在学生の保護者等

単位の互換と
編入年次について

上記「一般選抜（留学生）」の他に、本校が指定した日本語学校から出願される方を対象とする「学校推薦型選抜（留学生）」があります。
また、留学ビザではない（永住者ビザを除く）外国籍の方は、日本国内の経歴によって、一般の手続きでご出願いただく場合と「一般選抜（外国人）」
でご出願いただく場合があります。
詳細については入学相談室までお問い合わせください。
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学生募集要項Ｑ＆Ａ
入試制度・出願手続等について

学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱで、第1期から第4期までの出願時期による有利・不利はありますか？
出願時期による合否の有利・不利はありません。ただし、各学科、定員になり次第、募集を締め切りますので注意してください。

学校推薦型選抜Ⅰで出願できるのはどの高等学校ですか？
毎年、本校が指定校を選定し、該当の高等学校に通知しています。年度によって異なることがありますので、在籍している高等学校の進路指
導の先生または本校にお尋ねください。

第一種特待生選考（学校推薦型選抜Ⅰ・Ⅱ）は誰でも受験できますか？
学校推薦型選抜Ⅰまたは学校推薦型選抜Ⅱで出願した方は誰でも受験できます。高等学校在籍中の成績（評定平均値）や取得資格などは、
受験資格としては問いません。

第一種特待生選考（一般選抜（社会人））は誰でも受験できますか？
社会人、大学・短大等の卒業（見込み）者や退学者などで、一般選抜（社会人）で出願した方は誰でも受験できます。ただし、特待生の採用
結果に係わらず、入学を辞退することはできません。また、高等学校卒業見込み者は受験できません。

第一種特待生選考で不採用となった場合は、入学できないのですか？
学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ、一般選抜（社会人）のいずれかで合格していますので、入学できます。
特待生に不採用だったからといって、入学辞退することはできません。

オープンキャンパスに参加すれば、総合型選抜Ⅰでどの学科に出願しても良いのですか？
総合型選抜Ⅰで出願できるのは、令和5年度のオープンキャンパスで個別相談を受けた学科・分野に限ります。個別相談を受けていない学科に
総合型選抜Ⅰで出願したい場合は、改めてその学科のオープンキャンパスまたは個別相談・学校見学にご参加ください。

総合型選抜Ⅱ、一般選抜（併願）、一般選抜（社会人）の面接試験はいつ行われるのですか？
出願受付完了後、本校から連絡します。志願者のご都合も伺いながら、面接試験日を決定します。

選考料の必要ない出願区分で誤って選考料を振り込んでしまった場合はどうしたら良いですか？
本校まで連絡してください。選考料を返還いたします。

Q
A
Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A
Q
A
併願受験・入学辞退はできますか？
一般選抜（併願）に限り可能です。

入学辞退する場合はどうしたら良いですか？
必ず本校まで連絡してください。本校が定める入学辞退の手続きを行っていただきます。

Q
A
Q
A

第一種特待生選考（高等学校推薦／一般）の試験について

試験当日に遅刻しても受験できますか？
各試験開始後20分を過ぎた場合はその試験は欠席となります。なお、悪天候や事故等の影響で交通機関に遅れが生じた場合は、本校「入
学相談室」までご連絡ください。

試験会場に時計はありますか？
時計はありませんので必ず各自で準備してください。ただし、計算機能、辞書機能、通信機能のあるものは使用できません。

試験時間中に教室を退室・再入室できますか？
止むを得ない事情で退室・再入室することはできます。ただし、再入室後はその試験を続けることはできません。

試験会場に持参するものは何ですか？
受験票と筆記用具です。また、時計も各自で用意してください。上履き等は必要ありません。

どのような服装で受験すれば良いですか？
服装の指定はありません。高等学校卒業見込み者の場合、在籍校の制服を着用される受験生が多いです。天候によっては、道中の防寒対
策をしてください。

Q
A

Q
A
Q
A
Q
A
Q
A

学費の納入について

第一種特待生選考を受験した場合、入学金・学費等の納入期限はいつですか？
12ページの表で、合格期日の代わりに特待生採用結果通知日によって納入期限を設けています。

期日までに学費等を納入できない場合はどうしたら良いですか？
学費の納入期限を延長することができますので、必ず本校まで連絡してください。また、分割して納入することも可能です。

Q
A
Q
A
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科目Ａ試験

国土交通省「１級・２級電気工事施工管理技術検定受験資格」認定校

厚生労働省「国家技能検定 機械・プラント製図」指定校

2024年度（令和6年度）


